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 本パルス発生器は，送信・受信共に 32MB のバッファメモリを有し，最大 80MB/s の転送速度で 16 ビッ
トパラレルで独立してデータを送受信できる商用の入出力 I/O ボードと，高機能 PC（Windows7，64 ビット
版，Core i7 マルチコアCPU，16GBメモリ）により構成されている．また，この構成では，パルスの発生と並
行・同期して，データ収集も可能となるため，このシステムは，システム制御およびデータ収集という MRI
のデジタルシステムを，1 台の PC で構築できるというメリットも有している．一方，このパルス発生・データ
収集システムに合わせて，共同研究先で，デジタル MRI トランシーバーが開発された．なお，PC を制御
するソフトウェアは，Windows7上で，Visual C++と.NET Frameworkを用いて開発した． 




従って発生した NMR 信号は，トランシーバーでデジタル検波された後，同じく 1s の時間間隔で，16 ビ
ット×5CH のデータとして，デジタル I/O ボードへと連続的に転送され，NMR 信号部分だけがリアルタイ
ムに選択的に保存される． 
 以上のように開発したパルス発生・データ収集システムを用いて，まず，1s の時間間隔で正確にパル




3ms とし，FLASH 法と GRASS 法で撮像を行った．その結果，FLASH 法では，高速撮像に特有の




















審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
本論文で得られた成果は，MRIにおけるパルス発生器とデータ収集システムの構築において，
全く新しいアプローチを提案するものであり，今後，この方法を用いたシステムが普及すること
が期待できる．また，同時に，このシステムの柔軟性は，MRIに新たな可能性を切り開くもので
あり，今後の研究の大いなる発展が期待される． 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２６年２月２１日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
